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令和７年度感染症流行予測調査事業 
 

１ インフルエンザ感受性調査 

 

(1) 調査時期 

 検体採取期間：令和７年(2025 年)６月から９月（予防接種実施前） 

 

(2) 調査対象 

県内の保健福祉事務所を通じて、本調査に協力が得られた 198 名 

（年齢群別対象者数 0-4 歳群：11 名、5-9 歳群：15 名、10-14 歳群：９名、

15-19 歳群：21 名、20-29 歳群：43 名、30-39 歳群：34 名、40-49 歳群：20 名：

50-59 歳群：29 名、60 歳以上群：16 名）  

 

(3) 調査事項 

対象者から採取した血液(血清)を用いて、赤血球凝集抑制試験(HI 試験)によりインフルエンザウ

イルスに対する抗体価(HI 抗体価)を測定した。抗原として 2025/26 シーズンのワクチン株で

ある a）、b）、d）及び 2024/25 シーズンまでワクチン株として使用されていた c）、

計４種類のウイルス株を使用した。 

ａ）A/ビクトリア/4897/2022 [A(H1N1)pdm09 亜型] 

ｂ）A/パース/722/2024 [A(H3N2)亜型] 

ｃ）B/プーケット/3073/2013 [B 型(山形系統)] 

ｄ）B/オーストリア/1359417/2021 [B 型(ビクトリア系統)] 

 

(4) 感受性調査結果 

ア 抗原ごとの年齢群別抗体保有率 

各ウイルス株に対する年齢群別抗体保有率を図１-１に示した。 

なお抗体保有率は、感染リスクを 50％に抑える目安と考えられている HI 抗体価 1:40 以上の抗体

保有率を示す。また、抗体保有率の評価については平成 27 年度感染症流行予測調査報告書(厚生労

働省及び国立感染症研究所 平成 29 年 11 月発行)の評価方法に準じ、60％以上を「高い」、40-60％

未満を「比較的高い」、25-40％未満を「中程度」、10-25％未満を「比較的低い」、5-10％未満を「低

い」、5％未満を「きわめて低い」と表した。 

 

ａ）A/ビクトリア/4897/2022 [A(H1N1)pdm09 亜型] 

本調査株は、ワクチン株として 2023/24 シーズンから３シーズン連続で選定された株である。 

この亜型に対する全体の抗体保有率は 13.6％と比較的低く、前年度の 12.1％からわずかに上昇

していたが、今回の調査株の中で最も低い抗体保有率を示した。 

年齢群別では、5-9歳群(20.0％)が最も高く、次いで15-19歳群(19.0％)、60歳以上群(18.8％)、

30-39 歳群(14.7％)、20-29 歳群(14.0％)、50-59 歳群(13.8％)の順でいずれも比較的低い状況で

あった。0-4 歳群（9.1％）、40-49 歳群(5.0％)は低い状況であり、10-14 歳群(0.0％)はきわめて

低く、抗体を保有していなかった。 

 

ｂ）A/パース/722/2024[A(H3N2)亜型] 

本調査株は、今シーズン（2025/26 シーズン）からワクチン株に選定された株である。 

この亜型に対する全体の抗体保有率は 29.8％と中程度であった（前年度の調査株は A/カリフォ

ルニア/122/2022 で、抗体保有率は 39.9％）。 

年齢群別では、15-19 歳群(57.1％)、40-49 歳群(45.0％)、5-9 歳群(40.0％)で比較的高く、次い

で、10-14 歳群(33.3％)、0-4 歳群(27.3％)で中程度、30-39 歳群(23.5％)、20-29 歳群(20.9％)、

50-59 歳群(20.7％)、60 歳以上群(18.8％)で比較的低い状況であった。 
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ｃ）B/プーケット/3073/2013 [B 型(山形系統)]  

本調査株はワクチン株として 2015/16 シーズンから 10 シーズン連続で選定されていたが、

2025/26 シーズンのワクチン株には選定されなかった。Ｂ型のこの系統に対する全体の抗体保有率

は、今回の調査株の中では最も高い抗体保有率を示し、41.4％と比較的高かったが、前年度(65.7％)

と比較すると低下していた。 

年齢群別では、30-39 歳群(55.9％)が最も高く、次いで 20-29 歳群(55.8％)、40-49 歳群(55.0％)

の順で、比較的高かった。15-19 歳群(38.1％)、50-59 歳群(37.9％)、60 歳以上群(37.5％)が中程

度で、10-14 歳群(22.2％)は比較的低く、5-9 歳群（6.7％）は低い状況であった。0-4 歳群(0.0％)

はきわめて低く、抗体を保有していなかった。 

 

ｄ）B/オーストリア/1359417/2021 [B 型(ビクトリア系統)] 

本調査株は、ワクチン株として 2022/23 シーズンから４シーズン連続で選定された株である。 

Ｂ型のこの系統に対する全体の抗体保有率は 24.2％と比較的低く、また、前年度（30.8％）と比

較すると低下していた。 

年齢群別では、60 歳以上群(50.0％)、10-14 歳群(44.4％)で比較的高く、次いで 50-59 歳群

(27.6％)、0-4 歳群(27.3％)が中程度、20-29 歳群（23.3％）、15-19 歳群(19.0％)、30-39 歳群

(17.6％)、40-49 歳群(15.0％)、5-9 歳群（13.3％）の順で比較的低かった。 

 

イ 2024/25 シーズンのインフルエンザワクチン接種歴及び接種歴別抗体保有状況 

 2024/25 シーズン（前シーズン）のワクチン接種歴について、接種歴無群、接種歴有群(１回接種、

２回接種、接種回数不明）、接種歴不明群に分けて集計した（表１）。 

 対象者 198 名のうち、接種歴無群が 90 名(45.5％)、接種歴有群が 100 名(50.5％)（１回接種 84

名、２回接種 12 名、接種回数不明４名）、接種歴不明群が８名(4.0％)で、接種歴不明群を除く 190

名の接種率は 52.6％であった。 

接種歴が明確であった 190 名の接種率を年齢群別に比較すると、40-49 歳群(70.0％)、30-39 歳

群(66.7％)、50-59 歳群(65.5％)の順に高く、15-19 歳群(31.6％)が最も低かった。 

また、接種率が 20％を下回る年齢群があった前年度調査(2023/24 シーズン)と比較すると、全年

齢群で接種率が 30％を上回っていた。 

ワクチン接種歴による年齢群別抗体保有率をワクチン株別に図１-２に示した。いずれのワクチ

ン株においても、概ねどの年齢群でも接種歴無群に比べ接種歴有群の方が抗体保有率が高かった。 

 

(5) まとめ 

今シーズンのインフルエンザワクチン株３種類及び前シーズンまでワクチン株として用いられ

ていた１株、計４種類の調査株に対する抗体保有状況を調査した。 

A(H1N1)pdm09 亜型の抗体保有率は 13.6％と比較的低かったが、前年度よりわずかに上昇してい

た。ワクチン株の変更がなかったことに加え、前シーズンに AH1pdm09 亜型が流行していたことが

影響していると考えられたが、全年齢群で抗体保有率が 25％未満であった。 

A(H3N2)亜型の抗体保有率は、ワクチン株の変更もあり、前年度より約 10％低下していた。年齢

群別では、20-39 歳までの各群、50 歳以上の各群は抗体保有率が比較的低く 25％未満であった。 

B 型山形系統は、2015/16 シーズンから 10 シーズン連続でワクチン株に選定されていたが、B 型

山形系統の自然感染は 2020 年３月以降確認されておらず１）、世界的に B 型山形系統ウイルスの検

出報告がないため、2025/26 シーズンのワクチン株から除外２）された。抗体保有率は昨年度と比較

して低下していたが、20-49 歳までの各群では抗体保有率が比較的高く、5-9 歳群で低かった。ま

た、0-4 歳群では 0.0％で、抗体を保有していなかった。 

B 型ビクトリア系統は、前シーズンからワクチン株の変更はなかったが、前年度より抗体保有率

は低下していた。年齢群別では、5-9 歳群、15-49 歳までの各群で抗体保有率が 25％未満であった。 

いずれのワクチン株においても、抗体保有率が 25％を下回る年齢群ではインフルエンザの流行

に注意が必要な状況であったと推察された。 

2025/26 シーズンの県内におけるインフルエンザの流行は、令和７(2025)年第 36 週(９/１～９/
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７)に流行期に入ったと考えられ、前シーズンより２か月ほど流行入りが早かった３）。また、令和７

(2025)年第46週(11/10～11/16)には定点当たりの患者数が30人を上回りインフルエンザ警報の発

表があった４）。抗体保有率の増減は、調査株の変更や調査前の流行状況による影響が考えられるが、

インフルエンザの流行との相関ははっきりしておらず、インフルエンザの流行状況に加え、今後も

抗体保有状況についての継続的な調査が必要と考えられた。 

 

（参考文献） 

１）第３回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会研究開発及び生産・流通部会 季節性インフルエンザワク

チン及び新型コロナワクチンの製造株について検討する小委員会資料 

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/newpage_00149.html 

２）IASR Vol. 46 p224-226: 2025 年 11 月号「令和 7（2025）年度インフルエンザワクチン用製造株とその推奨

理由」 

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/IASR/Vol46/549/549r05.html 

３）長野県（健康福祉部疾病・感染症対策課）プレスリリース 令和７年(2025 年)９月 10 日 

https://www.pref.nagano.lg.jp/shippei-kansen/kenko/kenko/kansensho/joho/documents/2025-

26_influ_ryuukou.pdf 

４）長野県（健康福祉部疾病・感染症対策課）プレスリリース 令和７年(2025 年)11 月 19 日 

https://www.pref.nagano.lg.jp/shippei-kansen/kenko/kenko/kansensho/joho/documents/2025-

26_influ_keihou_teisei.pdf 
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1回 2回 不明

0-4 7 4 0 4 0 0 11 36.4% 16.7%

5-9 8 6 2 4 0 1 15 42.9% 55.6%

10-14 4 4 0 3 1 1 9 50.0% 42.9%

15-19 13 6 4 1 1 2 21 31.6% 10.5%

20-29 22 18 17 0 1 3 43 45.0% 38.1%

30-39 11 22 21 0 1 1 34 66.7% 71.4%

40-49 6 14 14 0 0 0 20 70.0% 73.1%

50-59 10 19 19 0 0 0 29 65.5% 63.0%

60- 9 7 7 0 0 0 16 43.8% 64.3%

合計 (名) 90 100 84 12 4 8 198 52.6% 52.4%

全体に占める割合(％) 45.5 4.0 - - -50.5

接種歴が明確であっ

た者の接種率(%)

    (b) / ((a)+(b))

（参考） 2023/24シーズン
 接種歴が明確であった者
の接種率(%)

　　表１　2024/25シーズンのインフルエンザワクチン接種歴及び接種率

接種回数の内訳
接種歴
有群(b)

接種歴
無群(a)

年齢群
接種歴

不明群(c)
合計

(a)+(b)+(c)
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２ 麻疹感受性調査 

 

(1) 調査時期 

令和７年６月から９月 

 

(2) 調査対象 

 県内の保健福祉事務所を通じて、本調査に協力が得られた 351 名 

（年齢群別対象者数 0～1 歳群：８名、2～3 歳群：６名、4～9 歳群：22 名、10～14 歳群：21 名、

15～19 歳群：25 名、20～24 歳群：53 名、25～29 歳群：40 名、30～34 歳群：43 名、35～39 歳

群：36 名、40 歳以上群：97 名） 

 

(3) 調査事項 

 被験者から採取した血清を用いて、抗麻疹ウイルス IgG 抗体価（以下「EIA 抗体価」）の測定を

行った。併せて麻疹の予防接種歴について調査を行った。 

 

(4) 感受性調査結果 

  検査キット添付文書に従い、EIA 抗体価 4.0 以上を陽性と判定した。令和７年度の EIA 抗体保

有率は 72.6％で、前年度（令和６年度）の抗体保有率 77.0％より 4.4 ポイント低下した。年齢群

別にみると、2～3 歳群で 100％と高い保有率を示した。それ以外の年齢群では、第１期定期予防

接種対象年齢に達しない０歳児を含む 0～1 歳群が 12.5％と最も低く、4～40 歳以上の各年齢群

では 47.6～90.9％であった（表 2-1）。年齢群別抗体価割合を図 2-1 に示した。10～29 歳の各年

齢群の抗体保有率は 47.6～65.0％と、他の年齢群と比較して低い傾向であった。 

年齢群別麻疹含有ワクチン接種状況を図 2-2 に示した。第１期定期予防接種の対象年齢に達し

ない０歳児を含む 0～1 歳群のワクチン接種有群の割合は 12.5％と低かったが、2～34 歳までの

各年齢群では 70％以上であった。20 歳以上の各年齢群では年齢が上がるにつれて接種歴不明率

が高くなる傾向があり、特に 40 歳以上では半数以上が接種歴不明であった。 

今回の調査でワクチン接種の有無が確認できた 256 名（接種歴不明・無回答を除く）のワクチ

ン接種率は 89.5％であった。接種歴有群（229 名）の EIA 抗体保有率は 72.1％で、接種歴無群（27

名）の抗体保有率 63.0％と比べて高かった（表 2-2）。 

年度別麻疹抗体保有状況推移（全国・長野県）を図 2-3 に示した。令和４年度まで実施してい

たゼラチン粒子凝集法（PA 法）による県内の PA 抗体保有率は、平成 13 年度以降 90％以上を示し

ており、全国と同程度の水準で推移していた。令和５年度からは検査方法が酵素抗体法（EIA 法）

に変更となったため、令和４年度以前の抗体保有率と単純に比較できないが、県内は３年連続で

80％未満を示しており、全国の 86.6％（令和６年度の暫定値）1)と比較して低かった。 

 

（5）まとめ  

    令和７年度の調査では、EIA 抗体保有率は 72.6％であった。年齢群別では、10～29 歳の各年齢

群の抗体保有率は他の年齢群より低い傾向が見られた。この世代は２回の麻しん含有ワクチンの

接種機会があり、今回行った接種歴調査でも接種歴不明者を除くと 90％以上の接種率が確認でき

ている。これは令和５年度、令和６年度と同様の傾向であった。 

     令和７年の国内麻疹報告数は 265 例で、これは前年比約 5.9 倍であった 2)。特に海外からの輸

入例や輸入例を発端とした症例の報告が増加しており 3）、海外の流行地域への渡航時は感染リス

クが高いことから、予防接種歴や抗体価を確認することが望ましい。 

麻疹は感染力が非常に強いといわれており、ワクチン接種が最も有効な予防法である。昭和 53

年から１回の定期接種が開始され、平成 18 年以降は２回の定期接種となった 4)。麻しんに関する
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特定感染症予防指針では２回の予防接種率 95％以上を目標としているが 4)、長野県も他の多くの

都道府県同様達成されていない 5)。 

今後も本調査を継続し、抗体保有率の経時的変化に注視したい。 

 

（参考文献） 

1) 国立健康危機管理研究機構, 国立感染症研究所，厚生労働省健康・生活衛生局,感染症対策部感染症対策課，麻疹

の抗体保有状況－2024 年度感染症流行予測調査（暫定結果）:病原体微生物検出情報 Vol46 p142-144 

2) 国立健康危機管理研究機構，感染症発生動向調査（IDWR）速報グラフ，2026 年第 8 週 

3) 厚生労働省健康・生活衛生局,感染症対策部感染症対策課,予防接種課,麻しん発生報告の増加に伴う注意喚起につ

いて（協力依頼），令和 8 年 2 月 13 日 

4) 厚生労働省告示第 442 号，麻しんに関する特定感染症予防指針，平成 19 年 12 月 28 日 

5) 国立健康危機管理研究機構，感染症情報サイト，令和６年度麻しん風しん定期予防接種の実施状況の調査結果に 

ついて，総合表 都道府県別麻しんワクチン接種率 2024 年度最終評価 接種対象別結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢群

(歳）

 0～ 1 8 ( 1 ) 1 ( 1 ) 6 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 1 ) 12.5 ( 100.0 )

 2～ 3 6 ( 6 ) 6 ( 6 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 3 ) 0 ( 0 ) 2 ( 2 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )

 4～ 9 22 ( 20 ) 20 ( 18 ) 0 ( 0 ) 2 ( 2 ) 6 ( 6 ) 6 ( 4 ) 2 ( 2 ) 6 ( 6 ) 90.9 ( 90.0 )

10～14 21 ( 19 ) 10 ( 8 ) 2 ( 2 ) 9 ( 9 ) 5 ( 5 ) 2 ( 1 ) 1 ( 0 ) 2 ( 2 ) 47.6 ( 42.1 )

15～19 25 ( 22 ) 15 ( 13 ) 1 ( 1 ) 9 ( 8 ) 10 ( 8 ) 3 ( 3 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 60.0 ( 59.1 )

20～24 53 ( 43 ) 34 ( 30 ) 1 ( 1 ) 18 ( 12 ) 17 ( 14 ) 8 ( 8 ) 2 ( 2 ) 7 ( 6 ) 64.2 ( 69.8 )

25～29 40 ( 28 ) 26 ( 18 ) 0 ( 0 ) 14 ( 10 ) 16 ( 12 ) 4 ( 2 ) 2 ( 2 ) 4 ( 2 ) 65.0 ( 64.3 )

30～34 43 ( 35 ) 31 ( 27 ) 3 ( 2 ) 9 ( 6 ) 19 ( 17 ) 7 ( 6 ) 2 ( 2 ) 3 ( 2 ) 72.1 ( 77.1 )

35～39 36 ( 21 ) 30 ( 17 ) 1 ( 0 ) 5 ( 4 ) 16 ( 7 ) 7 ( 5 ) 5 ( 5 ) 2 ( 0 ) 83.3 ( 81.0 )

40以上 97 ( 34 ) 82 ( 27 ) 3 ( 0 ) 12 ( 7 ) 22 ( 11 ) 12 ( 2 ) 11 ( 7 ) 37 ( 7 ) 84.5 ( 79.4 )

計 351 ( 229 ) 255 ( 165 ) 17 ( 6 ) 79 ( 58 ) 114 ( 83 ) 49 ( 31 ) 28 ( 23 ) 64 ( 28 ) 72.6 ( 72.1 )

( 　 )内はワクチン接種者

抗麻疹ウイルスIgG型抗体価（EIA抗体価）　　

表2-1　年齢群別麻疹抗体保有状況

≧2.0 ≧4.0
検査数 抗体陽性数

抗体保有率
(％)＜2.0 ≧8.0 ≧12.0 ≧16.0
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（1回） 96 人 人 75.0 %

（2回） 119 人 81 人 68.1 %

14 人 12 人 85.7 %

27 人 17 人 63.0 %

256 人 182 人 71.1 %

※ワクチン接種歴不明者を除く
１回：麻疹、MRまたはMMR
２回：麻疹２回、MR２回または麻疹＋MR
その他：上記以外の組み合わせの場合

計

無

72

有

(その他)

抗体保有者 抗体保有率

表2-2　ワクチン接種状況と抗体保有率

ワクチン接種

ワクチン

接種率
89.5%

72.1%



 

- 8 - 

 

３ 風疹感受性調査 

 

(1) 調査時期 

令和７年６月から９月 

 

(2) 調査対象 

県内の保健福祉事務所を通じて、本調査に協力が得られた 351 名（風疹追加的対策の効果

検証分として実施した、44 歳から 64 歳の男性 30 名を含む） 

（年齢群別対象者数 0～1 歳群：８名、2～3 歳群：６名、4～9 歳群：22 名、10～14 歳群：

21 名、15～19 歳群：25 名、20～24 歳群：53 名、25～29 歳群：40 名、30～34 歳群：43 名、

35～39 歳群：36 名、40 歳以上群：97 名） 

 

(3) 調査事項 

被験者から採血し、血清中の風疹赤血球凝集抑制抗体価（HI 抗体価）を測定した。併せて

風疹の予防接種歴について調査を行った。 

また、風疹の追加的対策として実施された第５期定期接種の対象者（昭和 37 年４月２日

から昭和 54 年４月１日生まれの男性）のデータを抽出し、抗体保有率を求めた。 

 

(4) 感受性調査結果 

令和７年度の抗体保有率（抗体価８以上）は全体で 93.4％（男性 90.1％、女性 96.0％）

と、令和６年度の 95.5％より 2.1 ポイント低下した。 

抗体保有率を年齢群別にみると、風疹第１期定期接種対象年齢（生後 12 か月以上 24 か月

未満）に達しない 0 歳児を含む 0～1 歳群では 12.5％と低かったが、その他の年齢群では

83.3％～100％と高い抗体保有率を示した（表 3-1）。一方、感染防御に必要な抗体価（抗体価

32 以上）の保有率は全体で 65.5％（男性：61.6％、女性：68.5％）と低かった（表 3-2）。 

年齢群別ワクチン接種率は、0～1歳群では 12.5％と低かったが、2～24 歳までの各年齢群

では 80％以上と高かった。20 歳以上の各年齢群では接種歴不明が 15％以上を占めており、

40 歳以上の年齢群では 58.8％が接種歴不明であった（図 3-1）。 

今回の調査でワクチン接種の有無が確認できた（接種歴不明・無回答を除く）246 名中のワ

クチン接種率は 88.6％であった。接種歴有群の抗体保有率は 97.7％で、接種歴無群の 67.9％

と比べて高かった。ワクチンの接種回数における抗体保有率は、１回接種では 96.6％、２回

接種では 98.3％と、どちらも高い保有率を示した（表 3-3）。 

平成８年度から令和７年度までの年度別抗体保有状況では、県内の抗体保有率は平成 28 年

度以降 90％以上と高く、全国よりも高い水準で推移していた（図 3-2）。 

厚生労働省により令和元年度から令和６年度まで実施された風疹の追加的対策事業では、

過去に風疹含有ワクチンの公的な接種機会が無かった昭和 37 年４月２日から昭和 54 年４月

１日生まれの男性を対象に、無料の抗体検査とワクチン接種が行われた（風疹第５期定期接

種）1)。本調査における第５期定期接種対象者は 27 名で、その抗体保有率（抗体価８以上）

は 88.9％と、令和６年度の 91.2％より 2.3 ポイント低下した（図 3-3）。また、感染防御に必

要な抗体価（抗体価 32 以上）の保有率は 85.2％で、令和６年度の 85.3％より 0.1 ポイント

低下した。 

  

(5) まとめ 

令和７年度の風疹抗体保有率は全体で 93.4％と高かった。0～1歳群を除く各年齢群で 80％

以上の高い抗体保有率を示しており、平成 18 年度に開始した MR ワクチンの２回接種（第１

期・第２期定期接種）や、平成 20 年度から平成 24 年度まで行われた第３期・第４期定期接

種等により幅広い年齢群で抗体を獲得していることが伺われた。 
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風疹第５期定期接種対象者の抗体保有率は 88.9％と高く、令和３年度以降 85％以上の高い

水準を維持していた。 

令和７年９月、世界保健機関西太平洋地域事務局により、日本が風疹の排除状態にあるこ

とが認定された 2）。風疹は一般的に予後良好な疾患だが、免疫のない妊娠初期の女性が風疹

にり患すると、出生児に心疾患、難聴、白内障などを特徴とする先天性風疹症候群と呼ばれ

る障がいを引き起こすことがある。風疹の排除状態を維持し、先天性風疹症候群の発生を予

防するために、予防接種率の向上等、社会全体で対策を続けていくことが重要である。今後

も本調査を継続し、抗体保有率の動向を注視したい。 

  

全　体
年齢群
〔歳〕
0～1 8 ( 1 ) 7 ( 0 ) 0 1 ( 1 ) 12.5 ( 100.0 )
2～3 6 ( 6 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 1 ( 1 ) 83.3 ( 83.3 )
4～9 22 ( 20 ) 2 ( 1 ) 3 ( 3 ) 6 ( 5 ) 8 ( 8 ) 3 ( 3 ) 100.0 ( 100.0 )

10～14 21 ( 19 ) 2 ( 2 ) 8 ( 8 ) 5 ( 4 ) 3 ( 2 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 90.5 ( 89.5 )
15～19 25 ( 22 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 14 ( 12 ) 5 ( 5 ) 2 ( 1 ) 1 ( 1 ) 96.0 ( 95.5 )
20～24 53 ( 43 ) 4 ( 2 ) 18 ( 13 ) 18 ( 16 ) 10 ( 9 ) 2 ( 2 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )
25～29 40 ( 27 ) 1 ( 0 ) 2 ( 2 ) 12 ( 9 ) 19 ( 14 ) 4 ( 1 ) 2 ( 1 ) 97.5 ( 100.0 )
30～34 43 ( 33 ) 1 ( 0 ) 3 ( 2 ) 6 ( 5 ) 23 ( 19 ) 7 ( 5 ) 3 ( 2 ) 97.7 ( 100.0 )
35～39 36 ( 21 ) 2 ( 1 ) 0 6 ( 5 ) 9 ( 5 ) 12 ( 8 ) 5 ( 1 ) 2 ( 1 ) 94.4 ( 95.2 )
40以上 97 ( 26 ) 8 ( 0 ) 2 ( 0 ) 9 ( 5 ) 20 ( 7 ) 16 ( 2 ) 22 ( 5 ) 11 ( 4 ) 6 ( 2 ) 3 ( 1 ) 91.8 ( 100.0 )
計 351 ( 218 ) 23 ( 5 ) 24 ( 18 ) 74 ( 57 ) 103 ( 73 ) 63 ( 38 ) 40 ( 17 ) 15 ( 7 ) 6 ( 2 ) 3 ( 1 ) 93.4 ( 97.7 )

男　性
年齢群
〔歳〕
0～1 4 ( 1 ) 3 ( 0 ) 1 ( 1 ) 25.0 ( 100.0 )
2～3 3 ( 3 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 66.7 ( 66.7 )
4～9 10 ( 10 ) 2 ( 2 ) 2 ( 2 ) 4 ( 4 ) 2 ( 2 ) 100.0 ( 100.0 )

10～14 10 ( 10 ) 2 ( 2 ) 4 ( 4 ) 3 ( 3 ) 1 ( 1 ) 80.0 ( 80.0 )
15～19 12 ( 12 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 5 ( 5 ) 3 ( 3 ) 1 ( 1 ) 91.7 ( 91.7 )
20～24 21 ( 14 ) 1 ( 1 ) 9 ( 5 ) 7 ( 5 ) 3 ( 2 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )
25～29 20 ( 10 ) 1 ( 0 ) 1 ( 1 ) 8 ( 5 ) 7 ( 4 ) 2 ( 0 ) 1 ( 0 ) 95.0 ( 100.0 )
30～34 20 ( 12 ) 2 ( 1 ) 3 ( 2 ) 9 ( 6 ) 4 ( 2 ) 2 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )
35～39 15 ( 5 ) 2 ( 1 ) 1 ( 0 ) 4 ( 1 ) 5 ( 3 ) 2 ( 0 ) 1 ( 0 ) 86.7 ( 80.0 )
40以上 36 ( 5 ) 5 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 7 ( 1 ) 4 ( 1 ) 8 ( 1 ) 6 ( 1 ) 3 ( 1 ) 1 ( 0 ) 86.1 ( 100.0 )
計 151 ( 82 ) 15 ( 5 ) 11 ( 9 ) 32 ( 22 ) 40 ( 23 ) 26 ( 16 ) 15 ( 4 ) 8 ( 2 ) 3 ( 1 ) 1 ( 0 ) 90.1 ( 93.9 )

3 ( 0 ) 1 ( 0 ) 4 ( 1 ) 4 ( 1 ) 7 ( 0 ) 5 ( 1 ) 2 ( 1 ) 1 ( 0 ) 88.9 ( 100.0 )

女　性
年齢群
〔歳〕
0～1 4 ( 0 ) 4 ( 0 ) 0.0 ( 0.0 )
2～3 3 ( 3 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )
4～9 12 ( 10 ) 2 ( 1 ) 1 ( 1 ) 4 ( 3 ) 4 ( 4 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )

10～14 11 ( 9 ) 4 ( 4 ) 2 ( 1 ) 2 ( 1 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 100.0 ( 100.0 )
15～19 13 ( 10 ) 9 ( 7 ) 2 ( 2 ) 1 ( 0 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )
20～24 32 ( 29 ) 3 ( 1 ) 9 ( 8 ) 11 ( 11 ) 7 ( 7 ) 2 ( 2 ) 100.0 ( 100.0 )
25～29 20 ( 17 ) 1 ( 1 ) 4 ( 4 ) 12 ( 10 ) 2 ( 1 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )
30～34 23 ( 21 ) 1 ( 0 ) 1 ( 1 ) 3 ( 3 ) 14 ( 13 ) 3 ( 3 ) 1 ( 1 ) 95.7 ( 100.0 )
35～39 21 ( 16 ) 5 ( 5 ) 5 ( 4 ) 7 ( 5 ) 3 ( 1 ) 1 ( 1 ) 100.0 ( 100.0 )
40以上 61 ( 21 ) 3 ( 0 ) 1 ( 0 ) 8 ( 5 ) 13 ( 6 ) 12 ( 1 ) 14 ( 4 ) 5 ( 3 ) 3 ( 1 ) 2 ( 1 ) 95.1 ( 100.0 )

計 200 ( 136 ) 8 ( 0 ) 13 ( 9 ) 42 ( 35 ) 63 ( 50 ) 37 ( 22 ) 25 ( 13 ) 7 ( 5 ) 3 ( 1 ) 2 ( 1 ) 96.0 ( 100.0 )
（　）内はワクチン接種者

第5期定期接種対象者（再掲）

　　　    27 (   4   )

256 512 1024以上 〔％〕
検査数 ＨＩ　抗　体　価 抗体保有率
〔人〕 <8 8 16 32 64 128

検査数 ＨＩ　抗　体　価 抗体保有率
128 256 512 1024以上 〔％〕〔人〕 <8 8 16 32 64

128 256 512 1024以上 〔％〕

表3-1　性別･年齢群別風疹HI抗体保有状況　

検査数 ＨＩ　抗　体　価 抗体保有率
〔人〕 <8 8 16 32 64

年齢群

〔歳〕

0～1 1 1 25.0 0
2～3 3 2 66.7 1
4～9 17 8 80.0 9

10～14 6 1 10.0 5
15～19 8 4 33.3 4
20～24 31 　 11 52.4 20
25～29 25 10 50.0 15
30～34 33 15 75.0 18
35～39 28 12 80.0 16
40以上 78 29 80.6 49

計 61.6
23 85.2第５期定期接種対象者（再掲）

80.4 80.3
230 65.5 93 137 68.5

62.5 75.0
76.7 78.3
77.8 76.2

28.6 45.5
32.0 30.8
58.5 62.5

12.5 0.0
50.0 33.3
77.3 75.0

抗体保有者数（人） 保有率（％） 抗体保有者数（人） 保有率（％） 抗体保有者数（人） 保有率（％）

表3-2　性別･年齢群別風疹HI抗体価32以上の抗体保有状況　

全体 男性 女性
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（参考文献） 

1) 厚生労働省、風しんの追加的対策について：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_ir

you/kenkou/kekkaku-kansenshou/rubella/index_00001.html（2026 年２月確認） 

2）令和７年９月 26 日付け厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課、厚生労働省健康・生活衛生局

感染症対策部予防接種課事務連絡「世界保健機関西太平洋地域事務局による風しんの排除認定の報告について」 

計 246 人 232 人 94.3 ％

※接種歴不明・無回答を除く

１回：風疹、MRまたはMMR

２回：風疹２回、MR２回または風疹+MR

その他：上記以外の組み合わせの場合

表3-3 ワクチン接種状況と抗体保有率

ワクチン接種 抗体保有者 抗体保有率

有
( １回 ) 87 人 84 人 96.6 ％

97.7 ％％

人 67.9

( ２回
 
) 116 人 114 人 98.3

％

(その他) 15 人 15 人 100.0 ％

無 28 人 19

ワクチン

接種率

88.6％


